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佐渡の善寶寺信仰　－資料紹介をかねて－
佐渡市文化財保護審議会委員    池田 　哲夫  　
　 はじめに
　以前、筆者は、佐渡で祀られている善寶寺と
その信仰の伝播の関連についてささやかな報告
文を書いたことがある〔池田　1989〕。
　これは、佐渡で祀られている善寶寺の石祠や
小社などが、海沿いのムラに祀られていること
や、数例の事例ではあったが伝承に関連した特
徴などをもとに、山形県鶴岡市の善寶寺の信仰
が、佐渡から北海道や下北半島へのイカ釣りの
出稼ぎに行った漁師によってもたらされた可能
性が高いということを報告したものであった。
これについて、民俗学研究者の浜口一夫氏は「大
胆な推測である」と評しておられる〔浜口　
1999〕。
　浜口氏は、「海神・リュウゴンさん考」で「佐
渡の海岸ばたを歩くと、小さな石の祠のリュウ
ゴンさんがよく目にとまる。リュウゴンさんの
祠の中には、たいてい善宝寺さんのお札が納め
られている」「二見元村などでは、善宝寺のこ
とを竜宮さんとも呼んでいる」として、佐渡で
の善寶寺の祭祀の事例を報告している〔浜口　
1999〕。
　佐渡の善寶寺信仰については、和田正州氏が
「松ヶ崎、野浦、大泊など前佐渡といわれる処で
は、善宝寺さまが龍王様になっており、松ヶ崎
は前記 ( 筆者注　７月２１日 ) が善宝寺の祭で
ある」（中略）「水津では善宝さまは漁師の神で
龍神だといい、九月三日に善宝寺の祭りをする」
と龍王が善寶寺として祀られていることを示し
ている〔和田　1960〕。
　筆者はこうした先行の報告等から、佐渡では
リュウゴン信仰 ( 竜神信仰 ) を基底にして出稼
ぎ漁師によって善寶寺信仰が広まっていった可
能性を考えている １）  。
　この推論を進めるための第一段階として、現
在佐渡島内の善寶寺に関連する小社、石祠、石
塔などの分布を調査している。今回中間報告の
意味合いもかね、知り得た情報を以下に報告し
てみたい。
　なお佐渡は、2004 年にそれまでの 1市７町
２村が合併して１島１市の佐渡市となったが、
広範囲に及ぶため本稿では合併前の旧市町村名
で表記した。
１．漁業神としての善寶寺信仰
   佐渡では、善寶寺は漁業神として漁民の信仰
を集めている ２） 。
　両津市北五十里の北五十里神社境内にある善
寶寺の小社（両大龍王殿）には、延縄漁師の漁
具喪失から発見までの経緯について記した扁額
が掲げられている。漁師と善寶寺との関わりを
示す資料の一例として全文を記しておく（句読
点は筆者加筆 ) ３）  。
　　両津湾内白瀬沖合の、北五十里延縄漁師夜 
　　縄場と称する百六拾尋立の所に於て、昭和
　　十二年旧三月廿二日、当大字山本金蔵所有
　　手櫂船前夜の延縄を取揚んとせしに、海底
　　の懸り物に引懸り揚らさるより一策を案じ、
　　船尾に打付ある善寶寺守護札を取離し、一
　　個の石と共に縄に結ひ付け此の懸り物を外
　　づさせ賜へと心に祈願を込め、一旦是を海
　　底へ取下げ更に引揚んとせしに苦心の甲斐
　　なく、延縄ハ遂に切断されたれば已むなく
　　放棄し空しく帰浜しるものなり。而て其翌
　　日、字内坂野喜市所有手櫂船右の場所に出
　　漁、前夜の延縄を取揚んとせしに、　是亦懸
　　り物に引懸り揚らさるより、付近出漁中の
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　　前記山本金蔵手櫂船を招き手伝ひを乞ひ、
　　二隻にて徐に繰り漸く引揚るを得たるハ約
　　拾貫目の四本爪錨にてありしなり。而て、
　　前日山本金蔵に於て海底に取下けたる祈願
　　の善寶寺守護札此の錨に絡み揚りしハ実に
　　不思議とする所、是則ち御利益の顕れに非
　　らずして何ぞや仍て以て一同は是を敬ひ尊
　　び茲に由来を録し後生に伝へん而已。
     　　　　　　　昭和十二年旧六月
                　　　　　　　　北五十里延縄漁師
　この記述から、船の船尾に善寶寺の守護札を
打ち付けていたこと、操業時の漁具の不都合の
発生に際し善寶寺の守護札をよりどころにして
いたことなどがうかがえる。
　鶴岡市の善寶寺境内には明治 16(1883) 年に
起工し、明治 26(1893) 年に竣工した「魚鱗一
切の供養塔として建立された」４）　五重塔があ
る。（写真 -1）
　この建設資金調達のために、善寶寺から沿海
のムラにあてた次のような趣意書がある ( 句読
点は筆者加筆 )。
　　五重塔有志勧募簿
　　五重塔造立大意
　　抑モ、当住職水野禅山ノ多年ノ宿願ニテ、　
　　上ハ二大龍王ノ荷
*（ママ）
護ニ報ヒ、下ハ海中一　
　　切衆生ヲシテ抜苦興楽安身立命ノ地ヲ得セ
　　シメ、自後、漁業者ノ大漁満足ト、航海人
　　ノ海上無難ト、商業家ノ売買利潤ト、其他
　　家門栄昌災難消除等ノ利益ヲ広大ナラシメ
　　シ事ヲ祈願シテ、此一大事業ヲ発起スルモ
　　ノナリ。然レハ各地有志諸君此美挙ヲ賛成
　　シテ多少ノ浄財ヲ喜捨アラン事ヲ希望ス
　　      　　 　山形県羽前國西田川郡下川村
　　　　　　　　　　　　　　　　　善寶寺
   　　　明治六年　　　　              供養塔係
  　　　　　　　　　　 ( 両津市浦川区有文書 )
　この文書を所有している浦川地区には、鶴岡
市の善寶寺への代参を取り決めた明治11(1878)
年の「大山善寶寺参詣人取極帳　寅正月十八日
　浦川村講中」が保管されている。これによれ
ば 32 名の講員がおり、毎年 2名が代参し、毎
年初穂料として 3円を善寶寺に奉納している。
　昭和 46(1971) 年の「善寶寺参詣帳」には、
以下のように定が記されている。
　　　　　　　　　　　定
　　　一、当講社は大字浦川別記人員を以って
　　　　　組織する。
　　　一、奉納金は五千円と当分相定む。
　　　一、参詣人は毎年四月中に参拝する事。
　　　一、参拝順位は毎年抽籤の事。
　　　一、当籤者は無異議参拝する事。
　　　一、参拝は毎年四名宛と定むる。
　　　一、旅費は毎年両津より実費とす。
　　　一、宿泊料は一泊で一人壱千五百円と定
　　　　　む。
                            　   ( 両津市浦川区有文書 )
  これらのことから、浦川地区の全戸が講員と
なり、地区の行事として籤引きで参詣者を決め、
善寶寺への参詣を行ってきたことがわかる。
　浦川地区では、区長がとりまとめ役となって
善寶寺への参詣を実施してきた。参詣人が善寶
寺の祈祷札を受けて戻ってくると、区長がそれ
写真 -1　善寶寺の五重塔
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を受け取り、日を選んで祈祷札に石の錘をつけ、
船でムラの沖合まで行って大漁と海上安全を
祈って海に沈めて（流して）くるという ５） 。
　10 年位前に善寶寺への直接の参詣はやめて、
初穂料を善寶寺に送金し祈祷札を送ってもらう
ようになったという。
　両津市玉崎地区では、太平洋戦争頃までは地
区のほとんどの家が加入して善宝寺講を組織し
ており、善寶寺の掛軸と祈祷札の入った厨子を、
毎月当番の家（宿）を持ち回って、真言と善寶
寺の念仏を唱えて大漁祈願をしたものだとい
う。講中では毎年一回、代参人を 3人くらい籤
引きで決め、代参人は3月頃善寶寺へ参詣に行っ
て祈祷札を受けてきたという。
　現在では賽銭を善宝寺へ送り、大漁および豊
年満作の祈祷札を受けているというが、札が届
くと都合のよい日を選んでムラの堂へ講中が集
まり、善寶寺の念仏「ぜんぽうじぼんぞん やく
しにょらい おんころころせんだりまとうぎそわ
か」と繰り返し唱え、それが終ると札を海へ放
（流）すという。
　放す札は白木綿の布で作った袋に入れ、浮か
ばないように錘として浜の小石を２～３個入れ
て、船で地先の海岸まで持って行き海へ沈める。
（現在では善寶寺講として独立して行なってはお
らず、正月にムラ祈祷と同時に行なっている）。
　海に放した札は、善寶寺の龍王殿（写真 -2）裏
手の貝喰池に浮きあがるといわれている（写真
-3） ６）　。  
 
２．入港の目印としての善寶寺
　両津市大川地区の善寶寺は、同地区津神島の
津神神社本殿裏の断崖上に小社として祀られて
いる（写真 -4）。
　　
　由来書 ( 立て看板 ) には以下のように記され
ている。
 　　善宝寺由来
 　　建立　明治十八年三月
　　当時の大川港は加賀・能登・大阪方面から
　　の和船の出入繁しく夜間出入港に非常に不
　　便を感じていた廻船問屋、井藤藤左エ門、 
　　名主林治郎左エ門等が発起となり、入港す
　　る和船や漁船から寄付を仰いで建設した、
　　「私設灯台」で当時非常に喜ばれた。
　　一階には海上安全、大漁満足を祈願して善
　　寶寺をまつり、二階には、「石油五分心舷燈」
　　を毎晩点燈した。当時はそれが最高の明り
　　であったと云う、その石油代は和船からの写真 -2　善寶寺の龍王殿
写真 -3　善寶寺の貝喰池
写真 -4　大川の善寶寺
１層は善寶寺を祀り、２層は明かりを灯す
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・石塔
　　寄附やイカ釣舟からのトンボ税として徴収
　　し、それにあてたと云われている。
　　昭和三十五年・五十九年に一部補修
　　( 表記に一部誤りもあるようであるが原文
　　のまま記した。)
　漁港に電燈が整備される以前には、夜縄（夜
の延縄漁）などの夜間に行う漁業では帰港（入
港）する場所の確認にも苦慮したといわれる。
海岸に設置された善寶寺の燈篭の明かりを頼
りに、夜間の入港時の目印にしたという ７）。
３．善寶寺のお札流し
　上記では善寶寺の祈祷札を安置する小社や石
祠などの例をあげたが、両津市馬首や北松ヶ崎
などでは区長が中心となって善寶寺の「お札流
し」を行っている。祈祷札を祀る小社や石祠な
どの場所は特にないという８） 。両津市の内海府
地区では多くのムラがこうした形で善寶寺に関
わっているようであり、こうした祭祀の形態も、
信仰の広がりをみていくうえで今後視野に入れ
る必要があろう。
４．佐渡島内における善寶寺の石塔など
  佐渡島内における石像物の綿密な所在調査
を行ったのは、両津市夷の祝勇吉氏であった。
1988( 昭和 63) 年には、『佐渡島内石仏・石塔
など集大成』( 夷町五ノ町　ほなみ老人 ) のコ
ピー刷りの大著を刊行している ( 私家版 )。本報
告も一部祝氏の報告をもとに善寶寺・龍王等に
関連するものを調査している。
　佐渡での善寶寺信仰の伝承とその広がりをみ
ていくうえで、こうした有形の資料を明確にし
ていくことも重要な試みであると考えている。
以下、調査の途中ではあるが石塔など善寶寺の
形としての祭祀の状況を報告しておきたい。
 № 所在地                印刻 ( 文字 )          　備　　考             
1 相川町海士町         両大龍王             不動堂　倒壊           
2 　　　後尾 ( 海岸 )　   竜宮両大龍王                                
3
  
  
両津市願             
                     
                     
善寶寺 ( 札 )           
明治廿八未年九月吉日建
相川石工久保田五平  
大野亀頂上             
                       
                       
4
  
両津市白瀬           
                     
金毘羅大権現         
龍宮両大龍王神       
白瀬　観音堂薬師堂     
( 一石に印刻 )           
5
  
  
　　　玉崎           
                     
                     
大山大権現           
金毘羅大権現         
秋葉山大権現         
諏訪神社境内           
( 一石に印刻 )           
                       
6 　　　和木           両大龍王神                                  
7
  
  
      　 見立           
                     
                     
文久元辛酉六月□日当村
奉請両龍八大龍王     
世話　平兵衛         
海岸                   
                       
                       
8
  
  
両津市住吉           
                     
                     
風雨和順             
大山八大龍王尊       
海上安全           
                       
                       
                       
9
  
  
  
  
      　野崎（写真ｰ 5）  海上安全             
大山善寶寺           
如意□□             
万延元（１８６０）   
　甲□十月吉祥日 
左脇に                 
月山、湯殿山、羽黒山   
明治 7(1874) 甲戌年二月 
郷内講中              
石塔あり。
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10
  
  
  
  
  　　河崎（写真ｰ 6）           
                     
                     
                     
                     
文久二歳　壬戌三月二十
七日                 
天下泰平　五穀豊穣   
龍宮両大龍王神       
海上安全　大山善寶寺 
                       
                       
                       
                       
                       
11
  
  
      　両尾           
                     
                     
海上安全　龍澤山     
龍宮両大龍王神       
如意□□　善寶寺     
岩崎                   
                       
                       
12      　羽二生          善寶寺両神           長崎沖                 
13
  
  
  
羽茂町下村山         
                     
                     
                     
龍王                 
明治十九年九月       
奉祀善法寺分霊於雨搭 
□□郡内　□□村中   
萱原神明社             
各種石塔あり           
                       
                       
14 赤泊村大杉   ( 右 )                 
天下泰平　国土安穏   
秋葉山大権現  
風雨順時　五穀成就
      当所　講中 
( 正面 )   
善寶寺大権現         
石工　小泊村       
           岡崎吉右エ門
( 左 )     
嘉永二庚戌年         
奉造立               
五月吉祥日 
( 背面 )               
湯殿山大権現         
世話人　金子佐兵衛   
地大良兵衛   
  □□三十良               
  佐々木三十良        
坂峯堂
15 　　　柳沢      （右 )
明治十六年  
        渡田宇吉
( 正面 )    
青龍両龍王   
海岸  
1 6
  
  
       　山田        
                     
                     
慶応二寅年           
善寶寺大権現         
旧三月　山田村中安□ 
  願主十良父   
  
写真 -5　野崎の善寶寺石塔 写真 -6　河崎の善寶寺石塔
龍宮両大龍王神とある
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５．善寶寺　石祠、小社等 
　形　　態  所在地 
　小社
　石祠
　石祠
　小社
　小社
　石祠
　石祠
　小社
　小社
　石祠
　小社
　小社
　小社
　小社
 両津市  真更川　諏訪社 
     　    　北鵜島
         　　願　　　大野亀頂上  明治 28(1895) 年９月  
         　　鷲崎　　矢崎神社 
         　　北小浦    熊野神社 
         　　歌見
         　　平松
         　　北五十里　北五十里神社　両大龍王殿
         　　羽吉（吉住）龍王殿
         　　北平沢　白山神社（？ ）
 　　　 　南平沢　白山社の下  善寶寺龍王殿 
 　　　 　春日町   谷地観音堂前・善寶寺 
         　　夷１       龍王・船霊社 
 　　　 　湊  　　 八幡若宮社
    　　　　　　　（天満天神社、出雲大社、大渡海神社合社）
   小社
   石祠
   小社
   小社
   小社
   石祠
   石祠
   石祠
   石祠
   石祠
   石祠
   小社
         　　大川　　津上社 
         　　水津    白山社 
         　　片野尾
         　　月布施　観音寺
         　　野浦　　万福寺
         　　東立島　小田原社
         　　蚫
         　　赤玉
         　　立間　　諏訪社
         　　豊岡
         　　東鵜島　小田原社
         　　岩首
   石祠
   石祠
   石祠
   石祠
   石祠
   石祠
   石祠
   石祠
   小社
相川町  　矢柄
         　　北狄
         　　上小川
　　　 　千畳敷　( 明治 25(1892) 年８月 )
       　 　大浦
         　　橘　　　荒崎神社
         　　稲鯨
         　　米郷
 　　　　二見元村
   小社
   小社
   小社
 佐和田町五十里炭屋町
　　　　 五十里籠町
        　　五十里田中町  白山社
   石祠
   石祠
   石祠
 真野町　豊田
        　　田切須　鉄砲鼻
        　　椿尾
   石祠
   石祠
   石祠
   石祠
 羽茂町　亀脇
 羽茂町　大石
        　　大泊
        　　赤岩   昭和 8(1933) 年再建
   石祠
   石祠
   石祠
   厨子               
 赤泊村　大杉
       　　 新保　昭和 54(1979) 年再建
        　　柳沢
        　　山田
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   石祠
   小社
   小社
   小社
   小社
   小社
   石祠
   石祠
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おわりに
　今回、調査途中で資料を紹介したのは、近年
とくに港湾整備や道路整備などに伴って善寶寺
関連の資料が元の位置から離れて移設された
り、失われつつある危惧感からである。まず、
地域での石塔などの形としての伝承を押さえる
必要を感じている。調査は緒についたばかりで
あり、読者各位から情報をお寄せいただければ
幸いである。　
　( 本報告は平成 17 ～ 19 年度科学研究費補助
金（基盤研究 C）「釣漁業の技術移動にみる漁撈
民俗の形成と伝承に関する民俗学的研究」の研
究成果の一部である。)
【引用・参考文献】
阿部友紀　2005　「善寶寺信仰　序説」『東北民
　　　　　俗』　第 39輯　東北民俗の会　
池田哲夫　1989　「佐渡の漁民信仰小考ーエビ
　 　　　  ス・善宝寺信仰に関連してー」　日本
　　　　　民具学会編『信仰と民具』　雄山閣　
亀山慶一　1964　 「漁民の信仰」『佐渡　自然・
　　　　　文化・社会』平凡社 ( のち『漁民文
　　　　　化の民俗研究』1986　弘文堂に収録 )
浜口一夫　1999　「海神・リュウゴンさん考」
　　　　　『佐渡史学』第 15集佐渡史学会　
祝　勇吉　1988　『佐渡島内石仏・石塔など集
　　　　　大成』　私家版
松下圭道　1976　「善宝寺のスリコギのことー
　　　　　佐藤和彦氏へ」　『高志路』　240 号
松下圭道　1982　『民俗片片ー山田の和尚民俗 
　　　　　い書ー』六兵衛館
和田正州　1960　「佐渡エビスと龍神」『民俗』
　　　　　 43 号　相模民俗学会
【注釈】
1)　漁業神としての善寶寺信仰は北海道全域、　
　東北 6県、中部では新潟、富山、石川の 3県、
　関東では千葉や茨城などにも及ぶという〔亀
　山 1964〕。善寶寺には「龍王講」という信仰
　組織がある。龍王講の機関誌『龍王講だより』
　に講や氏名などが掲載されている。また善寶
　寺信仰の全国的な広がりを見ようとする試み
　もなされている〔阿　部 2005〕。
2)　善寶寺側の信仰としては、松下圭道氏が「善
　宝寺のスリコギのこと－佐藤和彦氏へ－」
　　『高志路』240 号（1976）に「善宝寺の信
　仰はどこまでも漁師の抱いている信仰であり、
　戦後の日本の急激な流れにより祈願内容は大
　きくひろがりを持ってきたが、戦前において
　も大漁祈願一辺倒ではなかったのである。現
　状においては龍王講々員として登録された信
　者では、善宝寺の所在する山形県庄内地方を
　除いては善宝寺の信者圏では新潟県が最高の
　講員でしめられていることを書きそえておく
　としよう」という記述がある。
3)　確認の一部には佐渡市教育委員会野口敏樹
　埋蔵文化財係長のお手を煩わした。
4)　善寶寺パンフレットより
5)　2008 年に同所　佐藤春吉さん ( 明治 43 年
　生まれ ) からの教示による。
6)　1989 年に同所　坂野喜一氏から筆者聞き
　書き。
7)　2008 年に佐和田町沢根炭屋町　本間長一
　氏から筆者聞き書き。
8)　2008 年の筆者調査による。
筆者　　新潟大学人文学部教授
